
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

1
3
3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 決算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
・国際交流員招致事業                              (平成２５年８月３日まで)

学校・市民センター・地域における国際理解講座の開催、ボランティア団体の活動支援、行政情報等の多言語化、

市役所に送られてきた英語や中国語の文書の翻訳、外国人相談者に対する各課の支援等を行なった。

・姉妹都市交流事業
姉妹都市ニュージーランドマスタートンとの姉妹都市提携15周年事業として記念式典や記念植樹・絵画交流展など

交流事業を行った。

・国際交流団体（廿日市市国際交流協会）支援事業
○　異文化理解・異文化交流国際理解講座の開催、平和交流会、イベント参加、ホームステイの受入
○　人材育成　 ボランティア(通訳・ガイド・翻訳、ホストファミリー・事業協力、広報等)の育成・支援活動
○　姉妹都市交流・協力
○　国際協力活動 海外救援衣料の収集活動
○　会員交流・協会広報 交流会等による会員相互の交流、会報誌・ホームページによる広報活動
これらの各種事業を行っている国際交流協会の支援を行った。

【歳出】
国際交流員招致事業 円
姉妹都市交流事業（姉妹都市提携１５周年事業） 円
国際交流団体支援事業　 円

年度決算 年度決算①
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25平成

やさしい心で支え合い、健やかに暮らせるまちに

・市
・市国際交流協会

・市国際交流協会
・市民活動団体

・国際理解・多文化共生に関する市民への意識啓発
・姉妹都市交流の推進
・市民活動団体の育成、支援
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175

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

Ｈ２２登録者（138）

％ 8国際交流等のボランティアの増加
成
果

活
動

137

国際交流・多文化共生に関する講座の開催

149 152ボランティアとして登録

（事業開催・研修会により人材育成）

31 47

市民1人当たり 155
①

人口（4月1日現在） 118,000 人

13,113,213
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7,456,200

0.85 人

平成 25 H25からH26へ繰越
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10,822,220 5,900,113

②
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    そ   の   他（使用料など）
5,900,113

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民

  直  接  事  業  費  A

実施主体

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために

10,822,220

事業名
国際交流事業

事業開始年度 平成

国際交流員招致・姉妹都市交流・国際交流団体支援等事業

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

関係団体（パートナー）

担当課名 自治振興部　協働推進課

予
算
科
目

会計

06
総務管理費
企画費

事業実施に係る市役所（職員）の役割

　多様な市民がつながり、自分らしく暮らせる交流・共生のまちを築く

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 総務費

重 点 的 取 組
政 策 目 標 項 01

高齢者や障がいのある人など誰もが自分らしく地域で暮らせるよう支援する

01 一般会計
02

5

根拠法令
条例

個別計画 等

廿日市市国際化推進指針(平
成25年1月策定)
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①のうちH24から繰越


